
　

昨
年
の
９
月
２
日
か
ら
始
ま
っ

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の「
Ｈｙ
ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｃ
ａ

ｓ
ｔ
」（
以
下
、
Ｈ
Ｃ
）は
、「
Ｈ
Ｔ

Ｍ
Ｌ
５
」ブ
ラ
ウ
ザ（
放
送
連
携
機

能
の
拡
張
）が
搭
載
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
の

連
携
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
い

サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
Ｈ
Ｃ

番
組
も
増
え
て
お
り
、
今
年
４
月

か
ら
は
、
看
板
番
組
で
あ
る『
あ

さ
イ
チ
』（
ス
ゴ
技
Ｑ
の
コ
ー
ナ
ー
）

で
定
時
放
送
を
開
始
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
２
月
に
開
催
さ
れ

た「
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
模
様

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
10
月
よ
り
４
波
で

Ｈ
Ｃ
実
施　

民
放
も
追
従
か
？

も
Ｈ
Ｃ
で
放
送
さ
れ
る
な
ど
、
Ｈ

Ｃ
番
組
の
充
実
と
放
送
枠
の
拡
大

を
図
っ
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
10
月
か
ら
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
総
合
、
Ｅ
テ
レ
、
Ｂ
Ｓ
１
、

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
の
４
波
に
Ｈ
Ｃ

が
拡
充
さ
れ
た
。

　

今
回
新
た
に
放
送
さ
れ
る
番
組

は
、
①
Ｅ
テ
レ『
し
ご
と
の
基
礎

英
語
』（
テ
レ
ビ
＆
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

テ
キ
ス
ト
情
報
と
連
動
し
た
学
習

番
組
）、
②
Ｂ
Ｓ
１
『
Ｂ
ｉ
ｚ
＋
サ

ン
デ
ー
』（
番
組
内
容
の
解
説
と
早

戻
し
で
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
情

報
の
提
供
）、
③
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

『
世
界
ふ
れ
あ
い
街
歩
き
』（
セ
カ

ン
ド
ス
ク
リ
ー
ン
が
旅
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
）で
あ
り
、
④
総
合
テ

レ
ビ『
あ
さ
イ
チ
』で
は
、「
ス
ゴ
技

Ｑ
」に
加
え
て
11
月
か
ら
は「
料
理

コ
ー
ナ
ー
」な
ど
で
充
実
が
図
ら

れ
る
。

　

今
回
、
Ｈ
Ｃ
の
放
送
枠
を
拡
大

さ
せ
た
理
由
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

編
成
局
編
成
主
幹
の
桑
原
知
久
氏

は
、「
す
で
に
Ｈ
Ｃ
が
受
信
で
き
る

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
は
数
多
く
出
荷

さ
れ
て
お
り
、
番
組
の
充
実
が
求

め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
Ｈ
Ｔ
Ｍ

Ｌ
５
ブ
ラ
ウ
ザ
が
搭
載
さ
れ
た
こ

と
で
、
番
組
制
作
の
機
能
が
拡
大

す
る
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ
の

持
つ
可
能
性
を
視
聴
者
に
伝
え
た

い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
番
組
で
は
、
様
々

な
Ｈ
Ｃ
機
能
が
活
用
さ
れ
て
い
る

の
で
、
今
後
、
ケ
ー
ブ
ル
局
が
Ｈ

Ｃ
を
制
作
す
る
際
の
参
考
に
な
れ

ば
」と
い
う
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
技
術
研
究

所
で「
Ｈ
Ｃ
開
発
」を
推
進
し
て
き

た
加
藤
久
和
氏（
現
Ｎ
Ｈ
Ｋ
メ
デ

ィ
ア
企
画
室
専
任
局
長
）は
、「
Ｉ

Ｐ
Ｔ
Ｖ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が『
Ｈ
Ｃ
技
術

仕
様
』（
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
５
ブ
ラ
ウ
ザ
の

採
用
等
）を
公
開
し
た
こ
と
で
、

Ｈ
Ｃ
の
活
用
範
囲
が
拡
大
し
た
。

今
後
、
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
に
よ
る

テ
レ
ビ
向
け
Ｈ
Ｃ
ア
プ
リ
の
開
発

も
進
む
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
る
。

　

Ｈ
Ｃ
は
放
送
と
通
信
が
融
合
し

た
サ
ー
ビ
ス
だ
か
ら
、「
放
送
と
通

信
」を
一
つ
の
ケ
ー
ブ
ル
で
提
供
し

て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
に
と

っ
て
は
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
サ

ー
ビ
ス
だ
。

　

す
で
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
技
研
で
は
ケ

ー
ブ
ル
関
係
者
と
連
携
し
て
、
Ｈ

Ｃ
機
能
を
搭
載
し
た
Ｓ
Ｔ
Ｂ
の
試

作
も
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｉ

Ｐ
Ｔ
Ｖ
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
日
本
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
連
盟
と
情
報
交
換
を

し
て
い
る
。
今
後
は
、
Ｈ
Ｃ
制
作

に
関
し
て
も
協
力
で
き
る
点
が
数

多
く
あ
る
と
思
う
の
で
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
局
と
の
連
携
は
深
め
て

動きだしたケーブル局の
Hybridcast対応

　NHKの「Hybridcast」（HC）が、この10月から4波（NHK総合、Eテレ、BS1、BSプ
レミアム）での放送を開始した。これを受けて、ケーブルテレビ業界でもHC対応が始まった。
一つは、「第3世代STB（4K対応）」での受信対策（仕様の確定）であり、もう一つは、ケーブ
ル局における「HCコンテンツ」の制作対応である。その動きとNHKの放送体制を取材し、メ
ディアキャストの杉本孝浩社長の解説と合わせて報告する。（編集委員・柳澤幸雄）

特　集

「第3世代STB」での対策と
コミチャンでの制作環境を見る
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い
き
た
い
」と
い
う
。

　

現
在
、
日
本
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ボ
で

は「
第
３
世
代
Ｓ
Ｔ
Ｂ
」（
４
Ｋ
対

応
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｂ
ｏ
ｘ
）を
２
０

１
６
年
開
催
の
リ
オ
五
輪
に
間
に

合
う
よ
う
開
発
に
着
手
し
て
い
る
。

　

第
３
世
代
Ｓ
Ｔ
Ｂ
で
は
、
①
４

Ｋ（
Ｒ
Ｆ
・
Ｉ
Ｐ
）、
②
Ｉ
Ｐ
リ
ニ
ア

放
送
、
③
リ
モ
ー
ト
視
聴
、
④
ス

マ
ー
ト
Ｔ
Ｖ（
Ｈ
Ｃ
）を
計
画
し
て

お
り
、
Ｈ
・
２
６
５
／
Ｈ
Ｅ
Ｖ
Ｃ

や
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
５
、Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
３
．

１
、
Ｄ
Ｌ
Ｎ
Ａ
な
ど
、
最
新
の
技

術
仕
様
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
「
運
用
仕
様
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

は
確
定
し
て
お
り
、「
Ｈ
Ｃ
の
技
術

仕
様
」に
つ
い
て
も
、
９
月
29
日

に
開
催
さ
れ
た「
第
６
回
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
Ｂ
ｏ
ｘ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」に

て
公
開
さ
れ
た
。

　

す
で
に
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
や
パ

イ
オ
ニ
ア
、
ヒ
ュ
ー
マ
ッ
ク
ス
な

ど
の
メ
ー
カ
ー
は「
第
３
世
代
Ｓ

Ｔ
Ｂ
」の
開
発
に
着
手
し
て
お
り
、

15
年
末
に
は
製
品
化
を
予
定
し
て

い
る
。

　

今
後
、
ケ
ー
ブ
ル
Ｓ
Ｔ
Ｂ
で
Ｈ

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
が
受
信
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局

に
と
っ
て
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｔ
Ｖ
や
ネ
ッ

第
３
世
代
Ｓ
Ｔ
Ｂ
仕
様
確
定

15
年
末
製
品
化

ト
、
衛
星
放
送
事
業
と
の
差
別
化

が
で
き
、
ネ
ッ
ト
と
放
送
が
一
体

と
な
っ
た
、
新
た
な「
再
送
信
サ

ー
ビ
ス
」が
可
能
だ
。

　

民
放
に
お
け
る
Ｈ
Ｃ
対
応
は
こ

れ
か
ら
だ
が
、
日
本
テ
レ
ビ
の
関

係
者
は
、「
放
送
と
ネ
ッ
ト
に
よ
る

新
た
な
番
組
作
り（
Ｈ
Ｃ
）は
大
い

に
注
目
し
て
い
る
。
Ｈ
Ｃ
の
実
証

実
験
に
も
参
加
し
た
が
、
ス
マ
ホ

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
の
連
携
に
関
し

て
は
、
新
た
な
広
告
開
拓
の
可
能

性
を
確
信
し
た
。

　

Ｈ
Ｃ
に
関
す
る
技
術
的
課
題
は

ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
①
機
器
の
普

及
と
ネ
ッ
ト
接
続
率
の
向
上
、
②

コ
ン
テ
ン
ツ
を
含
め
た
ア
プ
リ
の

充
実
が
見
え
て
く
れ
ば
、
各
局
も

一
斉
に
開
始
す
る
だ
ろ
う
。
来
年

の
正
月
番
組
や
春
の
番
組
改
編
が

一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
る
可
能
性

は
大
き
い
」と
言
う
。

　

Ｈ
Ｃ
が
受
信
で
き
る
４
Ｋ
テ
レ

ビ
は
全
て
の
国
内
家
電
メ
ー
カ
ー

が
発
売
し
て
い
る
し
、
出
荷
台
数

も
す
で
に
１
０
０
万
台
近
く（
Ｊ

Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）に
上
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
デ
ジ
特
需
の
反
動
で
、

低
迷
が
続
い
て
い
た
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
だ
が
、「
こ
こ
に
き
て
４
Ｋ
テ

レ
ビ
の
販
売
が
好
調
で
、
前
年
比

２
倍
の
勢
い
」（
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
新

宿
）だ
と
い
う
。
ま
た
、「
今
後
は

買
い
替
え
が
本
格
化
し
、
20
年
に

は
４
Ｋ
テ
レ
ビ
の
国
内
需
要
は
１

千
万
台
に
回
復
す
る
」（
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
）と
予
測
し
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
ネ
ッ
ト
接

続
率
は
、
ま
だ
26
％
（
シ
ー
ド
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
）程
度
だ
が
、
今
後
、

Ｈ
Ｃ
番
組
が
増
え
て
く
れ
ば
確
実

に
上
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
地
方
局
で
も
Ｈ
Ｃ
へ
の

対
応
が
始
ま
っ
て
い
る
し
、
Ｂ
Ｓ

民
放
の
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
で
は
、
９
月

５
日
か
ら
９
日
に
か
け
て「
全
米

オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
」の
模
様
を
Ｈ
Ｃ

で
放
送
す
る
な
ど
、
今
後
、
Ｈ
Ｃ

放
送
は
確
実
に
増
え
る
と
予
測
さ

れ
る
だ
け
に
、
Ｈ
Ｃ
対
応
の「
第

３
世
代
Ｓ
Ｔ
Ｂ
」の
開
発
が
急
が

れ
る
。

Ｈ
Ｃ
の
制
作
は
「
デ
ー
タ

放
送
」
を
基
軸
に
構
成

　

Ｈ
Ｃ
は
対
応
受
信
機
の
開
発

（
普
及
）や
放
送
局
側
の
設
備
負
担

等
の
関
係
か
ら
、
現
段
階
で
は
基

本
的
な
運
用
仕
様
は
デ
ー
タ
放
送

（
Ｂ
Ｍ
Ｌ
）を
基
軸
に
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　

結
果
、
こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
放

送
と
比
較
す
る
と
、
文
字
フ
ォ
ン

ト
の
自
由
度
や
、
画
像
の
色
数
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
設
定
な
ど
の
自

由
度
が
大
き
く
、文
字
も
綺
麗
で
、

画
像
も
鮮
明
で
あ
る
。
ま
た
、
滑

ら
か
な
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ク

ロ
ー
ル
な
ど
が
容
易
で
、
表
現
力

が
格
段
に
向
上
し
て
い
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。

　

Ｈ
Ｃ
に
必
要
な
ほ
と
ん
ど
の
記

述
情
報（
Ａ
Ｉ
Ｔ
、
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
５
）

は
、
ネ
ッ
ト
か
ら
送
ら
れ
る
た
め

に
、
放
送
局
側
の
設
備
は
、
一
部

を
除
い
て
は
現
行
の
デ
ー
タ
放
送

設
備
で
ほ
ぼ
流
用
可
能
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
Ｈ
Ｃ
の
コ
ン
テ
ン
ツ

は
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
５
を
ベ
ー
ス
に
構
成

さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
一
般
的

な
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
５
オ
ー
サ
リ
ン
グ
ツ

ー
ル
や
、
携
帯
端
末
ア
プ
リ
技
術

だ
け
で
制
作
す
る
と
、
放
送
連
携

機
能
の
部
分
等
で
か
な
り
困
難
を

要
す
る
。

　

そ
こ
で
、
当
面
の
間
は
デ
ー
タ

放
送（
Ｂ
Ｍ
Ｌ
）用
の「
Ｂ
Ｍ
Ｌ
オ

ー
サ
リ
ン
グ
ツ
ー
ル
」、「
Ｈ
Ｃ
用
Ｈ

Ｔ
Ｍ
Ｌ
５
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
ツ
ー

ル
」を
使
用
し
制
作
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

ま
た
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

等
と
連
携
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制

作
す
る
場
合
は
、「
Ｈ
Ｃ
用
コ
ン
パ

ニ
オ
ン
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
作

ツ
ー
ル
」が
必
要
で
あ
る
。

⑴
Ｈ
Ｃ
制
作
に
お
け
る
留
意
点

　

た
だ
、
現
状
に
お
い
て
は「
Ｈ

Ｃ
用
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
５
コ
ン
テ
ン
ツ
制

作
ツ
ー
ル
」や「
Ｈ
Ｃ
用
コ
ン
パ
ニ

オ
ン
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
作
ツ

「
Ｈ
Ｃ
の
制
作
環
境
」と

コ
ミ
チ
ャ
ン
で
の
運
用
に
つ
い
て

　「
第
3
世
代
S
T
B
」
の
仕
様
は
公
開
さ
れ
た
が
、
ケ
ー
ブ
ル
局
に
と
っ

て
の
も
う
一
つ
の
課
題
は
、「
H
C
コ
ン
テ
ン
ツ
」
の
制
作
環
境
を
ど
う
整

備
す
る
か
で
あ
る
。
デ
ー
タ
放
送
な
ど
を
手
が
け
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
キ
ャ

ス
ト
の
杉
本
孝
浩
社
長
に
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

　
メ
デ
ィ
ア
キ
ャ
ス
ト 

杉
本
社
長
・
解
説
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ー
ル
」は
市
販
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

こ
で
、
メ
デ
ィ
ア
キ
ャ
ス
ト
で
は

自
社
製
の「
オ
ー
サ
リ
ン
グ
ツ
ー

ル
群
」の
機
能
を
連
携
し
て
制
作

を
行
な
っ
て
い
る
。

　

今
ま
で
の
デ
ー
タ
放
送
も
同
様

だ
が
、
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
で
制
作
さ
れ
る

Ｈ
Ｃ
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
一
般
的
な

Ｗ
ｅ
ｂ
と
は
違
い
、
以
下
の「
Ｈ

Ｃ
制
作
の
留
意
点
」が
必
要
で

あ
る
。

①
Ｐ
Ｃ
と
比
べ
て
、
受
像
機（
Ｔ

Ｖ
）の
処
理
性
能
は
非
力
で
あ

る
。

②
受
信
機
の
メ
モ
リ
ー
容
量
が

極
め
て
少
な
い
。

③
軽
快
な
動
作
や
難
し
い
操
作

は
極
力
避
け
る
。

④
閲
覧
者
の
多
く
は
リ
モ
コ
ン

で
操
作
す
る
。

　

ま
た
、
Ｈ
Ｃ
の
仕
様
に
携
帯

端
末
が
加
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、

①
Ｏ
Ｓ
の
違
い（
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ

ｄ
、
ｉ
Ｏ
Ｓ
な
ど
）、
②
ブ
ラ
ウ

ザ
系
統
の
違
い
、
③
コ
ン
パ
ニ

オ
ン
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
受

信
機
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
仕
様
が

違
う
等
、
コ
ン
テ
ン
ツ
全
体
の

動
作
を
検
証
す
る
に
は
検
証
環

境
の
整
備
と
作
業
時
間
が
必
要

と
さ
れ
る
。

⑵
当
面
は
デ
ー
タ
放
送
と
の

「
サ
イ
マ
ル
運
用
」で
!!

　

コ
ミ
チ
ャ
ン
に
お
け
る
当
面
の

運
用
は
、
①「
デ
ー
タ
放
送
の
拡

充
」②「
デ
ー
タ
放
送
と
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
と
の
サ
イ
マ
ル
運

用
」、
③「
本
格
的
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
キ
ャ
ス
ト
の
運
用
」と
い
う
段

階
を
踏
ん
だ
運
用
が
最
適
か
と
思

　

こ
れ
に
よ
り
、
視
聴
者
参
加
型

の
双
方
向
番
組
や
Ｃ
Ｍ
、
ス
ポ
ー

ツ
中
継
な
ど
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
。
ま
た
ス
マ
ホ
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

テ
レ
ビ
画
面
で
は
表
示
し
き
れ
な

い
情
報
の
補
完
サ
ー
ビ
ス
や
、
番

組
へ
の
情
報
入
力
端
末
と
し
て
流

用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
に
よ
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、

①
通
信
連
携
サ
ー
ビ
ス（
Ｖ
Ｏ
Ｄ

検
索
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
行
政
申

請
な
ど
）

②
４
Ｋ
映
像（
番
組
）と
の
マ
ル
チ

ウ
ィ
ン
ド
ウ
表
示

③
ケ
ー
ブ
ル
Ｉ
Ｄ
連
携
に
よ
る
効

果（
Ｖ
Ｏ
Ｄ
管
理
や
ア
マ
ゾ
ン
や
楽

天
な
ど
と
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
決
済
）

④
テ
レ
ビ
上
で
の
レ
コ
メ
ン
ド
サ

ー
ビ
ス（
各
種
行
政
申
請
）

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

先
に
ふ
れ
た
通
り
、
ケ
ー
ブ
ル

各
局
が
Ｈ
Ｃ
の
制
作
環
境
を
整
備

す
る
に
は
時
間
と
コ
ス
ト
が
か
か

る
。
ま
た
個
々
の
事
業
者
が
Ｈ
Ｃ

に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築

（
運
営
）す
る
に
は
課
題
が
大
き
い
。

　

そ
こ
で
検
討
さ
れ
る
の
が
ケ
ー

ケ
ー
ブ
ル
業
界
の
「
Ｈ
Ｃ
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
」
の
構
築
を

ブ
ル
業
界
に
よ
る「
Ｈ
Ｃ
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」の
構
築
だ
。こ
こ
で
は
、

①
共
通
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
、
②

Ｉ
Ｄ
認
証
、
③
共
通
コ
ン
パ
ニ
オ

ン
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
、

④
全
国
統
一
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
サ
イ
ト
の
構
築
は
、

Ｓ
Ｔ
Ｂ
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
も
重

要
だ
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

特
有
の
Ｈ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
強
力
な
Ｃ
Ｐ
Ｕ
と

大
容
量
メ
モ
リ
ー
の
搭
載
な
ど
が

大
事
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
ユ
ー

ザ
ー
（
ケ
ー
ブ
ル
局
）の
要
望
を

実
現
す
る
た
め
の
場
と
し
て
、
ケ

ー
ブ
ル
ラ
ボ
の
役
割
は
大
き
い
。

　
「
Ｈ
Ｃ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」の
構

築
に
は
時
間
が
か
か
る
し
、
解
決

す
べ
き
課
題
も
多
い
。
だ
が
、
そ

こ
を
目
標
と
す
る
た
め
に
も
、
ま

ず
は
小
規
模
で
良
い
か
ら
Ｈ
Ｃ

（
デ
ー
タ
放
送
）サ
ー
ビ
ス
を
実
施

す
る
こ
と
が
大
事
だ
。
ケ
ー
ブ
ル

業
界
全
体
を
見
れ
ば
、
す
で
に
デ

ー
タ
放
送
を
実
施
し
て
い
る
局
の

数
は
多
い
。
そ
こ
を
段
階
的
に
ま

と
め
て
い
け
ば
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
可
能
性
は
大
だ
。

　

民
放（
地
方
局
も
含
め
）局
が
立

ち
止
ま
っ
て
い
る
今
だ
か
ら
、
ケ

ー
ブ
ル
業
界
は
Ｈ
Ｃ
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

動きだしたケーブル局の
Hybridcast対応特 集

わ
れ
る
。

　

ま
た
、
先
に
述
べ
た「
Ｈ
Ｃ
制

作
の
留
意
点
」
や
制
作
環
境
は

徐
々
に
解
決
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
や
動
作
検

証
を
外
部
に
委
託
す
る
な
ど
の
対

応
も
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

加
え
て
、
Ｉ
Ｐ
Ｔ
Ｖ
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
今
年
６
月
に「
Ｈ
Ｃ
２
・

０
」と
呼
ば
れ
る
新
た
な
仕
様（
字

幕
制
御
、
録
画
制
御
、
Ｖ
Ｏ
Ｄ
の

配
信
規
格
等
）を
公
開
し
て
お
り
、

よ
り
運
用
の
拡
張
性
が
高
ま
っ

た
。

　

通
信
機
能
を
備
え
た
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
を
、
一
般
的
に
は「
ス
マ
ー

ト
テ
レ
ビ
」と
呼
ん
で
い
る
が
、
Ｈ

Ｃ
は
、
放
送
波
で
送
ら
れ
て
く
る

コ
ン
テ
ン
ツ
と
ネ
ッ
ト
経
由
で
提

供
さ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
組
み
合

わ
せ
た
、
放
送
と
通
信
の
連
携
サ

ー
ビ
ス
で
あ
り
、
一
般
の
ス
マ
ー

ト
テ
レ
ビ
と
は
一
線
を
画
し
て
い

る
。

　

Ｈ
Ｃ
は
、
テ
レ
ビ
番
組
の
進
行

に
合
わ
せ
て
、
ネ
ッ
ト
か
ら
提
供

さ
れ
る
様
々
な
情
報
や
機
能
と
連

携
し
、
テ
レ
ビ
画
面
上
に
マ
ル
チ

ウ
ィ
ン
ド
ウ
的
に
表
示
す
る
こ
と

が
可
能
だ
。

ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
新
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
形
成
が
可
能
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■図　ハイブリッドキャストとデータ放送のサイマル運用例（メディアキャスト）


